


























する評価実験を行った．その結果，抽象的印象層では Osgood の 3 因子に相当する「活動性」，「力量
性」，「評価性」が抽出された．一方で，具体的印象層では「直線性」，「不均一」，「シャープ
さ」，「でこぼこ」の 4 つの因子が抽出された． 
最後に，抽象的印象層，具体的印象層において得られた主要因子の得点を用いて共分散構造分析
（SEM）を実施し，印象層の階層的モデルの構築を行った．結果として，印象層を多層化していない研
究では得られなかった関係の表現が可能となり，印象層を多層的に捉える重要性が示唆された． 
 
